




 

善した。日本語版 Behave-AD（認知症高齢者の行動評価指標）の「行動障害」、「攻撃性」、

「不安」は有意ではないが改善の傾向を示した。ケアスタッフに対する日本語版 ADQ

は、有意に改善した。以上の結果からパーソン・センタード・ケアに取り組むことで

スタッフの認知症に対する意識の改善や認知症高齢者の生活の質に対して良好な影響

を及ぼすことが示唆された。これらの内容は、「重度認知症病棟における認知症ケアマ

ッピングを用いたパーソン・センタード・ケアに関する介入の効果」 老年精神医学雑

誌, 20(6),668-680, 2009. 鈴木みずえ, 水野裕,坂本凉子,他 に発表した。 

 
  

 ここまで、パーソン・センタード・ケアと認知症ケアマッピングについて説明してき

た。ここで、実際に認知症ケアマッピングをケアに活かした実践報告を行いたい。 

 
紹介 

事例：Ｔ子さん（女性）75 歳 要介護 5 入所日：平成 19 年 7 月 30 日 
［既往歴］アルツハイマー型認知症 肺炎、気管支炎 
 入所後も肺炎を度重ねて起され、入院の都度環境変化の影響

を受けていた。パーキンソンの薬との飲み合わせも難しく表情

は豊かではなかった。いつも面会に見えるご主人にさえも反応

無く過ごされることも多々みられた。  
 

  
（ フ ドバックをケアに か と  

マッピングはケアのできないところを指摘することを目的としているものではなく、

認知症の方の力を発揮できるようなケアをケアスタッフと共に考えていくことを大切に

考えている。特に良い出来事などから今後のケアにつながるヒントなどを考えられれば

と思っている。以下は T 子さんのマッピング結果の良い出来事をケアに反映させた部分

に焦点を当てたものである。 
 

のマッ ング 平成 2 2 26  

Ｔ子さんは面会に見えたご主人にいつものように仏頂面で「何しに来た」とつれな

い言葉。坂本先生は後のフィードバックで「Ｔ子さんがご主人の腰に手を伸ばし離れ

たくない様子を表していた。照れくささか、なかなか会えない寂しさからなのか、言

葉でうまく伝えられない様子」と助言があった。Ｔ子さんはご主人への愛情表現も素

直に表わせないでいたので、私たちにはとてもよい気付き

となった。 
私たちは早速、声掛けに取り入れた。「ご主人が帰りがけ

にＭさんが好きだからもっと面会に来るって仰ってまし

た」と伝えてみた。当初は「私にはちっともそんなこと言

ってなかった」と返ってきたが、ご主人のあたたかい人柄

を伝えるような話題を中心に声掛けするうちに次第に「そ

うかいな」と満更でない表情を見せてくれるようになった。 
 

② ２ のマッ ング 平成 2 月 2 ） 

これからの気候が良くなるというこの時季、T 子さんの『一度自宅へ帰りたい』との
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ック(振り返り)を一日の終わりに行うわけですが、これが図らずも坂本さんからお誉め

の言葉を沢山いただきました。これはダメ、あの声掛けもダメと『ダメだし』される

のではなく、「あの時のＫ子さんへの声掛けが素晴らしかった」「あの声掛けで彼女は

救われました」など分かり易く説明してくださり、誉めてケアを改善し、誉めること

で職員の才能を伸ばしていくのがマッピングなのだと気付きました。 
大人になると、とかく叱責されることがあっても、誉められることはほとんどあり

ません。誉められることが飢餓状態なのです。マッピングでは“誉めて”“感謝する”

そしてやる気をおこさせるのです。マッピングはこの T さんだけではなく、職員のケ

アに対する意識にもプラスの変化を起こしてくれたと感じています。 
 
（４） か の 介  木沙奈美 から）  

マッピングを受けるまでは、どのような評価を受けるのか不安でした。また初日に

は体調不良者が多く普段のグループホームの活動も見ていただけないとの思いが強く

ありました。ところが、思いもかけず良い評価をいただきました。この好評価が嬉し

く、自信になりその後のケアの向上になり一層のやる気が沸いてきました。2 度 3 度と

マッピングを受けるうちに、職員同士でのケアプランに対す

る意識も向上し、「どのようにしたらより良い介護ができるの

かをマッピングのフィードバックを参考に話し合いを頻繁に

持つようになり、次第にマッピングが待ち遠しくなりました。

私たちは固定観念で気付けなかった事を第三者の視点で見て

いただくことで色々と学ぶことができました。また、ご利用

者もお客様をお迎えする時の対応や所作なども呼び起こされ、一緒にお客様に対応し

ていただけるようになったのも新たな気付きでした。加えて、先生方のご利用者への

言葉掛けをお手本にさせていただき、常に実践できるように心掛けています。マッピ

ングを受けてケアに対して、様々な考え方で捉えられるようになり、職員が団結して

ケアプランを共に考え意見しあいより良いグループホーム作りができるようになりま

した。 
 

 

図  ん ケアマ ングの の  

         Ｔさんの WIB値が 2回目は少し下降したが、以後は増加して 

           おり、よい状態に改善したことを示している。) 

 

４ わり  

現在、認知症ケアの現場においてさまざまな新しい取り組みがなされているが、認知

症の人々の行動、症状、ニーズは個々に異なっている。きめ細やかなケアを実践するこ
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